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火後は 428 年も噴火していない。さらに 1707 年の
大噴火後もすでに 300 年以上の月日が過ぎている。
　富士山の噴火をテーマとした古い話としては，日
本人であれば誰でも知っている，かぐや姫で有名な

「竹取物語」に書かれている。そこでは，『帝は月に
もどるかぐや姫がくれた不老不死の薬を，かぐや姫
にあてた手紙とともに天に一番近い山で燃やすよう
に望まれた。そのとき富士へ使いとしたのは，「調
石笠（つきのいわかさ）」であり，彼は多くの武士
を率いて山へ登った。
　だからその山は「士の富む山」，つまり「富士山」
と言い，そして今も煙が絶えないのだ。』とし，「そ
の煙，いまだ雲の中へ立ち昇るぞと，言い伝へたる」
という文を最後に物語は終わっている。つまり，昔
の物語と今の現実との関わりが語られている。
　実はこの話の末尾には，二重の洒落となっていて
不老不死の薬を焼いたから不死の山と言うのだと聞
き手に解釈させておいて，最後に別の洒落で落とす
といういたずらである。

 4   富士山の側火山
　富士山には，山頂付近を中心に 70 以上の大小さ
まざまな側火山が分布している。富士山を平面的に
概観すると北北西－南東方向に長袖をもつ隋円形を
呈しており，この長袖に沿う方向に側火山と呼ばれ
る小さな火山が群れをなしている。側火山の並びは，
火山の地下にある割れ目の方向を表すと考えられて
おり，富士山付近の地殻は，その北北西－南東方向
に圧縮力が加わり，その圧縮力に並行した割れ目が
できやすい状態と考えられている。
　側火山の代表的なものとしては，富士火山活動史
のハイライトとも言える宝永の大噴火によって作ら
れた宝永山である。富士山を静岡県富士宮市付近か
ら見上げると向かって右側の斜面に大きなくぼみが
あり，くぼみの直下には小さな小山がある。まるで
富士山の優美な斜面を傷つけた存在となっているの
が宝永山である。

 5   富士山の溶岩流と火山泥流
　富士山で見られる火山の噴出物としては，
　①流出堆積物　溶岩流，火山泥流
　②降下堆積物　火山灰，火山礫，火山弾等
　③貫入岩　脈岩
である。
　流出堆積物の溶岩流は，新富士火山の堆積物であ
り，火山泥流は古富士火山の堆積物である。厳密に
は溶岩流は山体に沿って流下したものであるため流
出堆積物と言える。しかし，火山泥流は火口から放
出降下物が落下して氷と混合して流下したもので，
溶岩流とは堆積の過程が異なっているため，流出堆
積物とは言えないかもしれない。
　古富士火山の堆積物には溶岩流は見られず，火山
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図 3　側火山の分布図（紫●が側火山である）4）

表 3　富士山の噴火年表 3）
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泥流と火山礫，火山岩塊と火山灰が堆積したテフラ
層である。火山泥流は流動性が高く，北側では山梨
県と神奈川県との県境まで達しており，南側では駿
河湾まで達している。
　富士山の溶岩は，塩基性岩・安山岩質玄武岩と宝
永噴火の際に噴出した酸性岩のデイサイトを主体に
構成されている。溶岩の流動性は塩基性岩のほうが
良く，酸性岩のほうが悪い。したがって，富士山の
溶岩流は流動性が良く，新富士火山の噴出のときに
は溶岩流は遠くまで流下している。北側では古富士
火山の泥流の上を流れ，桂川下流の猿橋付近まで達
しており，その距離は約 50km である。また，南側
でも裾野市を通り三島市まで達しており，その距離
は北側と同様に約 50km である。
　溶岩流として有名なものは，864 年の貞観噴火に
よって鳴沢村の氷穴から長尾山にかけてと大室山か
ら北西～南東にかけての二つの割れ目火口列から流
出した青木ヶ原溶岩である。この溶岩流は，当時

の「せの海」を埋めて精進湖と西湖を形成しており，
最大級の溶岩流である。
　また，富士山麓の溶岩流中には大小様々な空洞が
見られ，この空洞は溶岩流の中空洞という意味で従
来から「溶岩洞穴」と呼ばれている。溶岩洞穴は
50 箇所以上認められ，多くが天然記念物に指定さ
れている 5）。

 6   富士山のテフラ（火山灰など）
　富士山を登山中に目につく火山噴出物と言えば溶
岩や火山礫であり，テフラを見ることは少ない。富
士山の噴出物は珪酸（SiO2）の含有量が少ない玄武
岩質であるため，火山ガスとともにテフラを激しく
噴出する爆発的な噴火は少なく，溶岩を流出する比
較的静かな噴火が多かったと考えられる。しかし，
およそ 10 万年の間には約 1,000 回の爆発的な噴火が
発生しており，膨大なテフラを噴出している。爆発
的噴火で上空に打ち上げられたテフラは，中緯度偏
西風帯にある日本列島においては，夏の期間を除く
と強い西風に乗って富士山の東側に大半が降下堆積
しており，東麓のテフラ層は西麓に比べて 10 倍以
上厚く堆積している。 
　また，東側の神奈川県や東京都，千葉県にかけて
の南関東にも，このテフラは降り積もっており，「関
東ローム」と呼ばれている。関東ロームを東京付近
から西方へ観察すると，厚さや粒径が増すとともに
層の数も次第に増しており，静岡県駿東郡小山町付
近では数百枚のスコリア層が 150m 以上の厚さで堆
積している。

 7   富士山と地下水
　富士山の周辺には沢山の湧泉があり，その量は減
りつつあると言っても，なお大量のきれいな水が噴
き出している。湧泉は富士山の東麓の小山町や御殿
場市，西麓の芝川町や富士宮市，北麓の富士吉田町
で見られ，富士五湖の湖底にも湧泉がある。
　では，この湧き水はどこからきているのだろうか。
誰もが解ることではあるが，富士山の降水や融雪水
が①高いところから，②長い時間をかけて，③色々
な通路を通って山麓に湧き出ていると言うことであ
る。しかし，どの高さから，どの程度の時間をかけ
て，どんな通路を通って湧泉となっているのかは，
今まさに研究が進められていると言っても過言では
ない。
　富士山体における地下水のあり方について従来
は，新富士火山噴出物中のみに存在し，古富士火山

溶岩流名 溶岩洞穴の数（箇所）

青木ヶ原溶岩流 21

犬涼み山溶岩流 11

二子山溶岩流 3

万野溶岩流 5

大渕溶岩流 2

十里木溶岩流 1

三島溶岩流 5

雁の穴溶岩流 1

表 4　富士山麓の溶岩流と溶岩洞穴の数 5）

写真 3　富士山山頂付近の玄武岩質溶岩

（上記は 2000 年頃までに発見されたものであり、洞穴の数は
さらに多いと思われる。）
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噴出物にはないとして定着していた。つまり古富士
火山噴出物と御坂層は不透水層であり，探査も専ら
古富士火山と新富士火山の境界を探すことに集中し
ていた。しかし，山麓周辺の井戸調査や水平坑道の
掘削，ボーリング調査などによって，古富士火山噴
出物中や御坂層中にも地下水の存在が確認されてい
る。また，溶岩は非透水層ではあるが，溶岩流と溶
岩流との間や表面のクリンカー状部には地下水が存
在するとされていることから，富士山の多くは滞水
層である可能性は高く，涵養帯や地下水の流れなど
とともに，今後の研究成果を待ちたい。
　富士山の北麓にある富士五湖は，古富士火山の爆
発的な噴火による噴出物によって陥没した箇所に水
が流れ込んでできた４湖が始まりである。この火山
性陥没湖は「せの湖」，「宇津湖」，「旧河口湖」，「明
見湖」と呼ばれ，新富士火山の噴火による噴出物に
よって埋められ，現在その形を目にすることはでき
ない。また，度重なる新富士火山の噴火による火山
灰や溶岩流によってそれぞれの湖は埋められ，分断
されながら形を変えて，
せの湖は，本栖湖・精進湖・西湖
宇津湖は，山中湖・忍野盆地
旧河口湖は，河口湖
明見湖は，明見盆地（富士吉田）
が出来上がったが，古富士火山によってできた陥没
湖は，新富士火山の噴出物によって面積は約 1/8 ま
で狭くなり，湖水量も 1/4.4 まで少なくなった 5）。
　では，この富士五湖の水は何処からきて，何処へ
ゆくのだろうか。

　富士五湖の湖水は，富士山斜面の降水と五湖を取
り巻く御坂山地の降水により涵養されていると言え
る。富士山の降水は豪雨時や雪解け水がおこす土石
流の場合には地表面を流れるが，通常は直ちに地下
に浸透して地下水となって山麓まで流下し，富士五
湖に湖畔や湖底に湧水となって認められていること
は間違いないが，この涵養されている高さや経路に
ついても不明確な部分もあり，多くの研究が実施さ
れている。

 8   雪代（ゆきしろ）
　あまり耳にしたことのない言葉であるが，雪代と
は富士山麓でのみ融雪期の土石流災害と結び付けて
限定的に使われてきた言葉である。
　雪代における研究は 30 年以上も前から行われて
おり，その結果①積雪層に多量の融雪水や雨水が付
加され安定を失いすべり出す（スラッシュなだれ），
②雪と水の混合流体は下方斜面の融解土層を削り，
土砂を取り込みながら谷状低地に向かって流下する

（スラッシュフロー），③谷を通って運ばれた雪・土
砂・水の混合流体は気温の上昇や流下中の摩擦熱で
雪は水に変わり土石流となって，河川を段波状に流
下，あるいは山麓扇状地に拡散堆積する（スラッシュ
ハール），という一連の現象を概括的に雪代と呼ん
でいる。
　雪代による堆積物の特徴は，①スコリア礫の角が
とれ，やや丸みを帯びていること，②色の異なるス
コリアや玄武岩角礫など異種礫を含むこと，③堆積
物がランダムで分級が悪いこと，④まれにφ＝ 30
～ 100cm の転石を含み，これら大径の礫が堆積物
の最上位に位置していること，などテフラとの識別
は容易である。特に③，④の特徴は雪代デブリに見
られるものである。
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表 5　陥没湖の面積，水深，容積，地下水量 5）

表 6　富士五湖の面積，水深など 5）

写真 4　西側斜面の表層なだれ
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雪代は富士山の火山活動の有無とは無関係に気象条
件さえそろえばいつでも起こりうる災害であり，過
去にも 60 件ほど記録されていることから，富士山
の防災を考える上で看過できない現象の一つであ
る 6）。

 9   大沢崩れ
　一般的な火山の噴出物はその性質から浸食を受け
やすく，噴出後僅かな日数で大きく山体が変貌する
ことが多いが，富士山の山体を形成する溶岩やテフ
ラは透水性が高く，山腹に河川ができにくく，噴出
物の膠結性が強く崩れにくいため，美しい山体が長
く保たれている。しかし，山腹の各所では崩壊が目
立ち始め，富士山の山頂を中心に浅い谷が放射状に
広がるパラソル型浸食や一部の浅い谷が集まって深
い谷ができるバランカ型浸食へと変化している。バ
ランカ型の浸食谷は，「西側の大沢崩れ」と北側の

「吉田大沢」が有名であり，山頂付近の谷頭や中腹
の谷壁で崩壊が発生しており浸食がかなり進行して
いる。特に大沢崩れは谷の下刻が激しく，中流域で
浸食が著しい。
　大沢崩れは，富士山の山頂の剣ヶ峰（3,776m）の
直下である標高 3,690m 付近を源頭部とする巨大な
崩壊地であり，中流部には岩樋と言われる溶岩の浸
食地形が認められる。山頂直下から標高 2,200m 付
近までの斜面長は約 22km，幅 550m，深さ 150m で
あり，総崩壊土量は 7,500 万 m3（東京ドーム 60 個分）
と言われており，我が国有数の崩壊地であることは
間違いない。
　大沢崩れに対する崩壊地対策や土石流対策は，昭
和 40 年代から実施されており，砂防堰堤や沈砂池
の整備が進められている。

 10   終わりに
　富士山については，多くの先生や研究者の方々が
数多くの研究図書を発表されており，私のような若
輩者が新たにコメントするものでもない。したがっ
て，研究成果としてまとめられた図書等を参考にさ
せて頂き，今回の題材についてまとめたものとして，

読んでいただければ幸いである。
　また，現在も富士山の研究については多くの方々
が数多く実施されており，航空レーザー計測により，
富士山の精密地形判読から知られていなかった森林
地帯内の谷や洞穴の発見，物理探査等による地下水
の分布や流れなどが解明されようとしている。
　今後，これらの成果は富士山の知られざる謎を解
くうえでも，また，防災を考えるうえでも大いに役
立たれることを期待する。
　富士山は噴火する可能性のある山であるが，一方
では，富士山からの豊かな水やその風景は私達の心
を癒してくれる。また，富士山には多くの動物や植
物も生きており，中にはとても珍しいものもある。
世界遺産となった富士山が今後どのように変化して
行くかはわからないが，私たちが富士山を大切にし，
共に暮らしていければと思う。

崩壊地名 崩壊地のある地域

大谷崩れ 静岡県

稗田山崩れ 長野県

鳶山崩れ 富山県

表 7　日本三大崩れ

〈参考文献〉
1）深田久弥（1978）,「日本百名山」新潮文庫
2）�下鶴大輔 ・荒牧重雄 ・井田喜明 ・中田節也（2008）,「火山の辞典」

朝倉書店
3）�武者金吉（1941）, 文部省震災予防評議会 編（1941）, 増訂大

日本地震史料
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真人・池谷 浩，伊藤 和明（監修）（2004），「世界の富士山」山
海堂

5）諏訪彰（1992）「富士山」同文書院
6）�安間荘（2002）「白雪に秘められたメッセージ」（社）日本雪氷

学会
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 1   はじめに
　日本国内には，津軽富士（岩木山，青森県）といっ
た全国的に知られた富士山をはじめ，多数の富士山
が存在する。これらの富士山は，ふるさと富士，郷
土富士と呼ばれており，親しまれている。これらの
富士山には，全国的に知れ渡った 1座，2座と呼ぶ
にふさわしい山々から，全国的には無名であるが，
地元の人に慕われている小さな山々まで様々なもの
がある。また，富士山は自然に形成された山々だけ
ではなく，人間により作られた築山や富士塚も多数
存在する。これらの富士山が，どこに位置しており，
どのような地形や地質であるのかを調べてみた。

 2   全国の富士山
　全国にある「富士」の名が付いている山やふるさ
と富士は，静岡県のホームページ 1）や富士市のホー
ムページ 2）などで紹介されている。また，いろいろ

な団体 3）や個人の愛好家 4）のホームページにてお
いても紹介されている。写真集やガイドブック 5）,6）

なども出版されており，簡単にふるさと富士に関す
る情報を入手することができる。
　図 -1は，これらのホームページなどで紹介され
ている数々の富士山について，国土地理院電子国
土 7）の地形図で位置を確認できた自然の山の都道府
県別の数を示したものである。複数の県にまたがっ
た富士山については，いずれか一方の県に存在する
として数を求めた。
　「富士」の名の付く山やふるさと富士は，全ての
都道府県に分布しており，その数は 350 を超してい
る。ここで調べたもの以外にもふるさと富士は有る
と思われるが，存在数が多い都道府県は，北海道，
茨城県，長野県，岐阜県，兵庫県，岡山県，香川県
である。逆に，少ないのは，山形県，山梨県，鳥取
県，宮崎県である。存在数に地域的な特徴はないよ
うである。

日本中の富士山

特定テーマ 富士山
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＊ 基礎地盤コンサルタンツ株式会社　技術本部物理探査部

図 -1　各都道府県における富士山の数
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　「○○富士」と呼ばれる山々の中には，独立峰で
円錐形状のどちらの方向から見ても同じような山の
形を示すものや，見る方向により二等辺三角形に近
い形を示す山など，山の形状から富士の愛称が付い
たものが多い。また，地域を代表する山々や全国的
に知られた名山が「○○富士」と呼ばれていること
もある。また，信仰や歴史的関係から「○○富士」
の名がついた山もある 8）。中には，なぜ富士の名が
ついたのかわからないものもある。一方，別の山で
互いに位置が離れていても，同じ名称の付いた「○
○富士」もいくつかある。いずれにせよ，地域で愛
されている山々だと想像できる。いくつかの代表例
をあげてみる。
　山の形状が富士山に似た山の代表例としては，蝦
夷富士（羊蹄山，北海道），讃岐富士（飯野山，香川県），
薩摩富士（開聞岳，鹿児島県）などが有名である。
あまり有名ではないが，近江富士（三上山，滋賀県）
は，東海道新幹線で東京から大阪に向かう列車の左
側の窓から見られ，直ぐに富士山と気が付く山であ
る。なお，少しすると右側の窓から，都富士（比叡
山，京都府・滋賀県）が見られるが，富士山とは気
が付かないと思われる。
　見る方向で二等辺三角形に近い形を示し，富士山
のように見える山の例としては，屋島富士（屋島山，
香川県）がある。屋島山は独立峰で，高松港付近か
ら見ると，山頂部が平たく台形の形状に見える山で
あるが，国道 11 号線を徳島に向かって進むと二等
辺三角形の山に見える場所がある。
　場所が異なるが，同じ名称の付いたものとしては，
北海道の北見富士（紋別市と北見市の 2座），愛知
県の三河富士（岡崎市，豊川市の 4座），兵庫県と
京都府にある丹波富士（京都府 5座，兵庫県 5座）
がある。筑紫富士は福岡県に 2座あるが，鹿児島県
の桜島御岳も筑紫富士と呼ばれている。正式の山名
が富士山であり，電子国土の地図上で富士山と明記
されているものも多い。
　築山，人工的な富士山にも，幾つかのタイプがあ
るようである。富士山信仰と関係して作られた築山，
富士山信仰とは関係ないが富士山を意図して構築さ
れた築山，富士山とは関係なく構築された築山が富
士と呼ばれるようになったものがある。
　富士山信仰と関係した築山としては，関東周辺で
多く見られる富士塚が代表的なものとしてあげられ
る。例えば，東京都渋谷区の鳩森八幡神社の富士塚
が有名であり，山頂付近には富士山の溶岩が使用さ
れているとのことである 9）。横浜市都筑区の川和富
士公園内にある川和富士は，土地整備に伴い近くに
あった富士塚が移転，再現されたものであり，近隣

の憩いの場となっている 10）。
　富士山信仰や富士山との歴史的な関係はないが，
富士山を意図して構築された築山の中には，富士山
を模して構築されたものがある。秋田県の大潟富士
は，山頂の標高は 0m，比高は 3.776m と本家の富
士山の 1000 分の 1の高さで，軟弱地盤上の築山で，
1995 年に竣工した 11）。
　福岡県飯塚市の筑豊富士は，調べた中で最も大き
い人工的な富士山であった。石炭ズリからできたい
わゆるボタ山であり，地形図上でも山として識別で
きる規模ものであり，その標高も 140m以上に達し
ている。この富士山は，富士山を意図して構築され
たものではなく，後に富士と呼ばれるようになった
山の代表である。

 3   富士山の地形・地質の統計
　全国にある富士山は，様々な経緯でその名称がつ
けられたと推定される。その山々について統計を取
ることはあまり意味があることではなく，役にも立
たないが，自然の山である富士山について幾つかの
統計をとってみた。サンプルとした富士山は，図 -1
で示したデータであり，山の地質は産業技術総合研
究所シームレス地質図 12）で調査した。対象となっ
た富士山の総数は 367 であり，本家の富士山も含ま
れている。
　図 -2は，富士山の高さの頻度分布を示したもの
である。標高が 50m未満のものから 3000m以上の
ものまで様々である。調べた中で高さが最も低かっ
た富士山は，愛知県西尾市佐久島の富士山で，標
高は 31mであった。次いで秋田市の明田富士であ
り，標高は 35mであった。最も標高の高い富士山

図 -2　全国の富士山の標高の分布
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は本家の富士山である。頻度分布を見ると，200 ～
300mと 1000 ～ 2000mにピークが見られる。なお，
高さの区分は等間隔ではないことに留意されたい。
300m前後の山々は，人里に近い山々であり，山の
形や日々の親しみから富士山の名がついたと推定さ
れる。一方，1000mを超す山々は，地域代表する山々，
遠くからでも存在がわかる山々，あるいは名山とし
て，富士山の名がついたものと思われる。
　全国の富士山を見てみると，山の形状が富士山に
似ている独立峰が多くある。そこには何らかの地
質的な要因が含まれていると考えられる。図 -3は，
富士山の地質の頻度分布を示したものである。苦鉄
質火山岩は，色が黒っぽい火山岩で，安山岩や玄武
岩などである。珪長質火山岩は，色が白っぽい火山
岩で，流紋岩や石英安山岩などである。珪長質深成
岩は，色が白っぽい深成岩で，花崗岩などである。
頻度分布をみると，苦鉄質火山岩が多く，次いで堆

積岩（付加体），珪長質火山岩となった。本家の富
士山も苦鉄質火山岩から形成されており，本家と同
じような地質で形成されているものが多いことがわ
かる。また，調べたなかでは，産業技術総合研究所
の「日本の火山」13）で，第四期火山とされているの
が 33座あった。
　地質が形成された年代に着目すると，中・古生代
のものが多い。図 -4は，富士山の地質の地質年代
別の頻度を示したものである。中・古生代の地質で
形成されている富士山が最も多く，次いで新第三紀
の地質で形成されているものが多い。堆積岩では中・
古生代のものが多く，珪長質火山岩では，新第三紀
と中・古生代のものが多い。苦鉄質火山岩では，新
第三紀と更新世のものが多い。
　図 -2に示した高さの頻度分布を地質別に分けた
ものを図 -5に示す。堆積岩類では標高 200 ～ 300m
でピークを示している。苦鉄質火山岩では，標高
200 ～ 300m と標高 1000 ～ 2000m でピークを示し
ている。珪長質火山岩では，標高 100 ～ 800mにか
けた幅広いピークと標高 1000 ～ 2000mにピークを
持つ。珪長質深成岩では，100 ～ 500mで幅広いピー
クを持っている。堆積岩類で構成されている富士山
の標高は概ね 800m以下となっている。地質年代別
に見ると，図 -6に示すように，更新世から完新世
の富士山は，標高 1000 ～ 2000mの山々が多く，地
質は苦鉄質火山岩，火山が多い。新第三紀の富士山
は，標高 100 ～ 400mと 1000 ～ 2000mにピークが
見られ，地質は苦鉄質火山岩と珪長質火山岩が多い。
中・古生代の富士山は，標高 200 ～ 300mにピーク
があり，標高 2000mにかけてなだらかな頻度を示
す分布になっている。地質は様々であるが，標高数
100mでは堆積岩類が多く，標高が高くなると珪長
質火山岩や苦鉄質火山岩が多くなるようである。
　もう少し詳しく見てみると，中・古生代の堆積岩
類では，チャートブロックが富士山となっているこ
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図 -3　全国の富士山の地質 図 -5　全国の富士山の標高の分布と地質

図 -4　全国の富士山の地質と年代
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とが多い。茨城県日立大宮市の盛金富士，美濃富士
（烏帽子岳，岐阜県），丹波富士（三尾山，兵庫県）
などがチャートブロックで形成されている。中・古
生代の珪長質火山岩で構成されている富士山は，兵
庫県に多く分布しており，播磨富士（笠形山，高御
位山，明神山），有馬富士（角山）などがある。
　新第三紀の苦鉄質火山岩で構成されている富士山
は，石川県，香川県，佐賀県，長崎県に多い。香川
県の讃岐七富士は，全て苦鉄質火山岩から構成され
ており，殆どの富士山の山麓部は花崗岩となってい
る特徴がある。長崎県では，富士山の周囲が新第三
紀の堆積岩となっていることが多い。
　完新世，更新世の富士山は苦鉄質火山岩から構成
されていることが多く，標高も高い比較的高いもの
が多い。新第三紀より古い富士山は，様々な地質で
構成されているが，周囲の岩石より風化侵食に強い
部分が残り富士山となったものが多いようである。
　全国に点在する富士山は，本家の富士山と地質的
共通点を有するものが多いが，本家の富士山と地質
は異なっていても，お互いに共通点を有するものが
多い。ここで示した統計からも読み取れる。

 4   自分富士
　今回，調べてみて全国に多くの富士山が存在るこ
とが分かったのと同時に，地形図を眺めていると，
「○○富士」とは呼ばれていないが，富士山のよう
に見えそうな地形も多数あることが分かった。実際
には，地元で「○○富士」と呼ばれているかもしれ
ない。標高（比高），地質区分，地質年代，地域性
や社会・歴史的要因などを基準として，本家の富士
山と比較し，自分富士してリストアップするのも面
白いかもしれない。実際に現地におもむき，富士山
のように見えるかどうか確認してみること，「○○
富士」と地元で呼ばれていないかを確認してみるこ

とも楽しみとなる。全国にあるふるさと富士のい
くつかは，地域の人々の自分富士が始まりかも知
れない。
　今回の調査においては，多くの方々調べられた成
果を利用させていただいた。全国の富士山に関する
頻度分布図などは，これらのデータを基に作成した
ものである。ここに感謝いたします。

図 -6　全国の富士山の標高の分布と地質年代 〈参考文献〉
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　平成 25 年度定時総会を 5 月 21 日に東京（如水会館）で開催しました。
　総会審議事項に関する資料を全地連のホームページで公開しております。

　　　　　　　▶▶▶ http://www.zenchiren.or.jp/meeting/index.html

　　　　　　　　　　◦平成 25 年度　事業報告
　　　　　　　　　　◦平成 25 年度　決算及び監査報告
　　　　　　　　　　◦平成 26 年度　事業計画及び予算

　第 25 回“全地連「技術フォーラム」”を秋田市で開催いたします。メインテーマを「ジオ・アドバイザー
の役割 －技術と技能の融合－」として，東北地質調査業協会と連携して開催いたします。
　現在，当日の聴講者・参加者を募集中です。多くの皆様のご来場をお待ちしております。

【開催要領】
　■主　　催：一般社団法人全国地質調査業協会連合会
　■共　　幹：東北地質調査業協会
　■後　　援：国土交通省東北地方整備局，秋田県，秋田市
　■協　　賛：独立行政法人土木研究所，日本情報地質学会，NPO 地質情報整備活用機構，
　　　　　　　地質リスク学会
　■開催日程：平成 26 年 9 月 18 日（木）～ 9 月 19 日（金）　2 日間
　■開催場所：秋田キャッスルホテル
　　　　　　　〒 010-0001 秋田県秋田市中通 1-3-5　　【TEL】 018-834-1141

　■プログラム：※講演内容，講師など詳細は，ホームページをご覧ください。

　　　第 1 日目　9 月 18 日（木）　受付開始　9：00 ～　開場　9：30 ～

　　　　○開　会　式　　　10：00 ～ 10：30 （エリア 1：無料）
　　　　　　　　　　　　　◦開会挨拶　◦来賓挨拶
　　　　○特別講演会　　　10：30 ～ 12：00 （エリア 1：無料）
　　　　○技術発表会　　　13：00 ～ 16：45　（エリア 2：有料）
　　　　　　　　　　　　　（斜面調査，メインテナンス，地域と地質的課題，地下水調査，サウンディング）
　　　　○特別セッション　14：45 ～ 16：45　（エリア 2：有料）
　　　　　　基調講演
　　　　○技術者交流懇親会　18：00 ～ 19：30 　※受付開始 17：30 （エリア 2：有料）

会　告

　全地連「平成 25 年度定時総会」について

　全地連「技術フォーラム 2014」秋田　開催のご案内

会  

告
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　　　第 2 日目　9 月 19 日（金）　受付開始　8：30 ～

　　　○技術発表会　　　9：00 ～ 15：00　（エリア 2：有料）
　　　　　　　　　　　　（トンネル調査，地すべり調査，現場技術，室内試験，孔内観察，物理探査）
　　　　　　　　　　　　（ケーススタディ，河川堤防調査，環境調査，自然災害 / 防災教育）

　■同時開催：展示会　（調査機器メーカ等の企業展示，特別展示ほか）　
　　　　　　　　第１日目　9 月 18 日（木）　12：00 ～ 16：30　　
　　　　　　　　第２日目　9 月 19 日（金）　 9：00 ～ 15：00
　■参　加　費：エリア１　入場無料
　　　　　　　エリア２　有料
　　　　　　　□技術発表会，特別セッション
　　　　　　　　会員			  4,000 円（全地連会員企業所属職員，NPO 地質情報整備活用機構会員）
　　　　　　　　一般参加者		  6,000 円
　　　　　　　　技術発表会発表者	 2,000 円
　　　　　　　□技術者交流懇親会	 6,000 円
　■申込方法：�エリア１（入場無料）のプログラムにご参加の方は，事前のお申込みは不要です。
　　　　　　　直接会場にお越しください。
　　　　　　　エリア２のプログラムに参加ご希望の方は，下記のホームページよりお申込みください。
　　　　　　　※申込期限は，8 月 31 日といたします。
　　　　　　　※参加申込書等は，全地連のホームページからダウンロードしてください。
　　　　　　　　全地連ホームページ URL　http://www.zenchiren.or.jp

　全地連で実施する平成 26 年度資格検定試験（地質調査技士，地質情報管理士，応用地形判読士）は，
7 月 12 日（土）に全国 10 会場で実施し，8 月現在，試験答案の採点を行っております。
　合格発表は 9 月 10 日，受験者に合否通知を送付するほか，全地連ホームページに合格者リストを掲載
する予定です。

　平成 26 年度　資格検定試験の実施
　【地質調査技士・地質情報管理士・応用地形判読士】

　■平成 26 年度 資格検定試験  実施概要　
　　◦試　験　日：平成 26 年 7 月 12 日（土）
　　◦試験会場：全国 10 会場　　
　　　　　　　　札幌，仙台，新潟，東京，名古屋，大阪，広島，高松，福岡，沖縄
　　◦受験申込者数：
　　 　 ◆地質調査技士資格検定試験	 935 名
          　           （現場調査部門	 316 名）
          　           （現場技術・管理部門	 577 名）
          　           （土壌・地下水汚染部門	 042 名）
　　 　 ◆地質情報管理士資格検定試験	 057 名
　　 　 ◆応用地形判読士資格検定試験	 083 名
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　平成 26 年度 「道路防災点検技術講習会」を下記のとおり開催いたします。
　本講習会は，最近の災害事例を紹介するとともに，①『点検要領（平成 18 年 9 月 29 日付け事務連絡資料）』
の改訂点，②点検箇所の抽出方法，③具体的な着目点などをわかりやすく解説することを目的としており
ます。
　講習会の詳細や参加申込書は，全地連のホームページをご覧ください。　　
　　　　　　　　▶▶▶ http://www.zenchiren.or.jp/　（全地連ホームページ）

【道路防災点検技術講習会　開催概要】
■開催日／開催場所：　※東京会場，札幌会場は，満員・盛況にて終了いたしました。

■主　催： 一般社団法人 全国地質調査業協会連合会
■後　援： 独立行政法人 土木研究所
■協　賛： 一般財団法人 経済調査会
■参加費（テキスト代，税込み）：
　　　　　会員　7,200 円 　※会員対象：全地連会員企業の職員，地質調査技士，地質情報管理士，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　応用地形判読士 ･ 判読士補 ･ マスター，官公庁の職員
　　　　　一般　8,200 円

　　　　　◆テキスト
　　　　　　�講習会テキストには，「道路防災点検の手引き（豪雨・豪雪等）」（平成 23 年 10 月）を使用

します。このテキストは，（財）道路保全技術センターが平成 21 年 5 月に作成した同名の手
引きを，再編集したものです。

　　　　　◆主な受講対象者
　　　　　　◦『点検要領（平成 18 年 9 月）』の改訂内容を習得されたい方
　　　　　　◦新たに道路の維持管理を担当される官公庁の職員の方
　　　　　　◦新たに道路防災点検業務に携わる技術者の方
　　　　　　◦災害事例などについて新たな知見を広めたい方　など

　平成 26 年度 道路防災点検技術講習会 開催案内

東　京：平成 26 年  6 月 13 日（金） 　連合会館 大会議室 
札　幌：平成 26 年  7 月 25 日（金） 　札幌サンプラザ 金枝の間　
岡　山：平成 26 年  9 月  5 日（金） 　ピュアリティまきび 孔雀 
大　阪：平成 26 年 10 月 10 日（金） 　天満研修センター 大ホール 
松　山：平成 26 年 10 月 24 日（金） 　テクノプラザ愛媛 テクノホール 
福　岡：平成 26 年 11 月 14 日（金） 　福岡県中小企業振興センター 多目的大ホール 

＊�本講習会は，ジオ ･ スクーリングネットを運営する“土質 ･ 地質技術者生涯学習協議会”が開催を確認
しており，CPD の加点対象となっております（加点ポイント：6）。

  9:30 ～  9:35 開会挨拶
  9:35 ～ 10:55 点検の有効性と災害の低減に向けて
10:55 ～ 11:40 道路防災点検要領（H18）の概要
12:40 ～ 14:40 安定度調査における点検の着目点
14:50 ～ 16:20 安定度調査表作成演習（事例研究）
16:20 ～ 16:40 防災点検結果入力プログラム
16:40 ～ 閉会

◎プログラム（予定）
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　「土壌汚染調査技術管理者試験」の受験者を対象とした事前講習会を下記の通り開催いたします。

　■受講形式・日程

　　本講習会は次の 2 種類の受講形式より選択，または両方の受講ができます。
　　【会場受講形式】　会場：国立オリンピック記念青少年総合センター（東京都渋谷区）
　　 　　　　　　　  日程：平成 26 年 9 月 29 日（月）〈予定人数 80 名〉
　　【オンデマンド受講形式】　開講：9 月 29 日（月）～ 11 月 16 日（日）試験当日まで
　　　　　　　　　　　　　   ※専用 WEB サイトからの動画配信により，いつでも受講できます。

　■申込受付期間　平成 26 年 6 月 23 日（月）～ 9 月 12 日（金）
　■受講費用　　　

　　　　　　　　　
　■講習内容，申込方法

　　　　以下の URL より，受講案内（申込書）をダウンロードし，ご確認ください。
　　　　▶▶▶ http://getrec.net/

　「“土壌汚染調査技術管理者試験対応”事前講習会」　
　開催のご案内
　～インターネットによるオンデマンド形式の受講スタイルもご用意しました～

　全地連積算委員会では，地質調査業務の積算に使用する職種区分「普通作業員」について，これを異な
る位置づけで見直す方向で検討を開始しました。
　全地連発行の全国標準積算資料（通称：赤本）では，職種区分として，①地質調査技師，②主任地質調査員，
③地質調査員，④普通作業員の４項目を掲げていますが，この「普通作業員」については職種区分を作成
した昭和 40 年代頃の雇用形態を踏まえ計上したものであり，いわゆる非正規雇用者を想定したものとい
えます。しかし，その後の雇用環境は大きく変化しており，近年における「普通作業員」の役割は入社数
年目の正社員が行っているのが現状です。
　このような雇用環境の変化をはじめ，近年，国でも議論されている社会保険の未加入問題などに鑑み，
このたび，全地連積算委員会では「普通作業員」の位置づけの見直しが急務と判断し，検討を開始した次
第です。今後，各地区の地質調査業協会とも相談の上，早ければ今秋にも改訂する予定です。
　なお，国土交通省では，積算歩掛や技術者給与の実態調査アンケートなどを随時行っておりますが，今
後実施するアンケートでは前述の職種区分に関する質問も盛り込まれてくるものと予想されます。
　以上，職種区分の見直しに伴う赤本の改訂や国の動向につきましては，随時，ホームページ等でご案内
いたします。

　全国標準積算資料（土質調査・地質調査）歩掛版について

会場受講形式 会員　6,500 円　　非会員　10,000 円

オンデマンド受講形式 会員　6,500 円　　非会員　10,000 円

※会員： 全地連会員，地盤環境技術研究センター会員
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一般社団法人全国地質調査業協会連合会

　　委員長　鹿野 浩司

　　委　員　佐久間 春之，中村　覚，細野 高康，細矢 卓志，三木　茂，利藤 房男，土屋 彰義，山本　聡，池田 俊雄，高橋　暁，中川　直 .

各地区地質調査業協会

　　委　員　北海道：鈴木 孝雄　　東　北：高橋 克実　　北　陸：津嶋 春秋　　関　東：丹下 良樹　  中　部：伊藤 重和　　

　　　　　　関　西：束原　 純　　中　国：向井 雅司　　四　国：二神 久士　　九　州：金田 良則　  沖縄県：長堂 嘉光

　　一般社団法人全国地質調査業協会連合会
　　　〒 101-0047　　東京都千代田区内神田 1-5-13　内神田 TK ビル 3 階　　 　　　 TEL.（03）3518-8873　　FAX.（03）3518-8876

北海道地質調査業協会
東北地質調査業協会
北陸地質調査業協会
関東地質調査業協会
中部地質調査業協会
関西地質調査業協会
中国地質調査業協会
四国地質調査業協会
九州地質調査業協会
沖縄県地質調査業協会

〒 060-0003　北海道札幌市中央区北 3 条西 2 丁目 1（カミヤマビル）	  TEL.（011）251-5766
〒 983-0852　宮城県仙台市宮城野区榴岡 4-1-8（パルシティ仙台 1 階）	  TEL.（022）299-9470
〒 951-8051　新潟県新潟市中央区新島町通 1 ノ町 1977 番地 2（ロイヤル礎 406）	  TEL.（025）225-8360
〒 101-0047　東京都千代田区内神田 2-6-8（内神田クレストビル）	  TEL.（03）3252-2961
〒 461-0004　愛知県名古屋市東区葵 3-25-20（ニューコーポ千種橋 403）	  TEL.（052）937-4606
〒 550-0004　大阪府大阪市西区靱本町 1-14-15（本町クィーバービル）	  TEL.（06）6441-0056
〒 730-0017　広島県広島市中区鉄砲町 1-18（佐々木ビル）	  TEL.（082）221-2666
〒 760-0067　香川県高松市松福町 2-15-24（香川県土木建設会館）	  TEL.（087）821-4367
〒 812-0013　福岡県福岡市博多区博多駅東 2-4-30（いわきビル）	  TEL.（092）471-0059
〒 903-0128　沖縄県中頭郡西原町森川 143-2（森川 106）	  TEL.（098）988-8350
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　本号では，初めての試みとして，特定テーマを
定め，地質や調査に関連したものに限定せずに誌
面作りを行うことを方針としました。また，地質
調査業協会会員メンバーや編集委員が，自ら記事
を作成することを企画しました。そして，特定テー
マ号第 1 号にふさわしいテーマとして「富士山」
を選びました。
　富士山は日本一の高さを誇る山であり，日本を
代表する風景として我々の生活に溶け込んでおり，
多方面で研究されています。また，分野をまたぎ
総合的な研究も進められています。ご執筆いただ

いた記事を読むと，名実ともに富士山の裾野の広
さを実感するしだいです。また，富士山は，「富士
山と信仰・芸術の関連遺産群」として，2013 年 6
月に世界文化遺産に登録されましたが，富士山は
多様な側面を有しており，複合遺産としての価値
を有していることを感じとることができました。
　本号が，複合的に富士山をとらえ，新たな分野
での富士山に興味を持っていただける機会となれ
ば幸いです。

（2014 年 8月　三木記）

編集後記
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